
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
22
年
11
月

開
催
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
で
フ
ラ
ン
ス
政

府
は
深
海
底
資
源
採
掘
の
全
面
禁

止
を
支
持
す
る
と
表
明
。
民
間
企

業
で
も
、
十
分
に
リ
ス
ク
対
処
さ

れ
る
ま
で
は
深
海
底
か
ら
鉱
物
を

調
達
し
な
い
・
深
海
底
採
掘
活
動

に
資
金
を
提
供
し
な
い
と
い
う

「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
の
動
き
が
広

が
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
や
ボ
ル

ボ
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
な
ど

自
動
車
業
界
に
も
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

へ
の
賛
同
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
懸

念
の
背
景
に
は
、
海
底
鉱
物
資
源

開
発
に
関
す
る
国
際
的
な
ル
ー
ル

整
備
や
環
境
・
生
物
多
様
性
へ
の

影
響
に
関
す
る
調
査
・
観
測
な
ど

の
技
術
が
不
十
分
と
い
っ
た
課
題

が
あ
る
。
海
底
鉱
物
資
源
開
発
の

商
用
化
に
は
、
ル
ー

ル
整
備
の
ほ
か
、
民

間
企
業
が
開
発
を
行

え
る
よ
う
な
調
査
・

観
測
手
法
の
技
術
開

発
が
必
要
と
さ
れ
、

日
本
は
こ
の
分
野
の

研
究
で
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
存
在
だ
。
21

年
に
は
内
閣
府
・
戦

略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
で
開
発

し
た
海
底
資
源
開
発

に
対
応
す
る
調
査
手

法
が
、
世
界
で
初
め

て
国
際
標
準
化
機
構

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
国
際

標
準
規
格
と
し
て
発

行
さ
れ
た
。
今
後
、

国
内
外
の
調
査
で
国

際
的
に
統
一
さ
れ
た

手
法
で
の
海
洋
環
境

影
響
評
価
の
実
施
に

向
け
、
同
規
格
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。

海
洋
鉱
物
資
源
開

発
の
推
進
は
今
後
、

自
動
車
業
界
を
は
じ

め
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど

を
扱
う
企
業
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
。
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は
Ｅ
Ｖ

な
ど
の
生
産
を
増
や

す
た
め
レ
ア
メ
タ
ル
の
安
定
確
保

が
必
要
で
あ
り
、
日
本
近
海
で
の

海
底
鉱
物
資
源
開
発
の
商
用
化
実

現
で
希
少
鉱
物
資
源
の
調
達
リ
ス

ク
低
減
や
競
争
力
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。
一
方
、
前
述
し
た
環
境

や
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
懸
念
に

基
づ
く
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
動
き
、

コ
ス
ト
低
減
、
技
術
的
な
ハ
ー
ド

ル
な
ど
商
用
化
に
向
け
解
決
す
べ

き
課
題
は
多
い
。
持
続
可
能
な
開

発
を
目
指
し
、
国
内
外
の
研
究
機

関
や
企
業
が
協
力
し
、
科
学
的
な

根
拠
に
基
づ
く
調
査
・
開
発
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
第

４
期
海
洋
基
本
計
画
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
が
、
今
後
の
国
際
的
な

動
き
も
含
め
、
そ
の
動
向
に
注
目

し
た
い
。

２
０
２
３
年
４
月
、
わ
が
国
に

お
け
る
海
洋
政
策
の
方
向
性
を
示

す
「
第
４
期
海
洋
基
本
計
画
」
が

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で

は
今
後
５
年
間
に
お
け
る
海
洋
政

策
の
方
向
性
が
複
数
領
域
に
わ
た

っ
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は

そ
の
中
の
１
つ
で
あ
る
「
海
洋
鉱

物
資
源
開
発
」
に
注
目
し
た
い
。

日
本
で
は
08
年
に
第
１
期
海
洋

基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
ま

た
経
済
産
業
省
が
定
め
る
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
物
資
源
開
発
計
画

に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
な
ど

が
探
査
・
開
発
の
中
心
と
な
っ
て

海
洋
鉱
物
資
源
開
発
が
推
進
さ
れ

て
き
た
。
日
本
近
海
に
は
海
底
熱

水
鉱
床
や
コ
バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ

ス
ト
、
マ
ン
ガ
ン
団
塊
な
ど
の
存

在
が
確
認
さ
れ
、
コ
バ
ル
ト
や
マ

ン
ガ
ン
な
ど
レ
ア
メ
タ
ル
と
呼
ば

れ
る
希
少
鉱
物
資
源
の
産
出
が
期

待
さ
れ
る
。
レ
ア
メ
タ
ル
は
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
、
電
池
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
な
ど

に
利
用
さ
れ
、
世
界
的
な
脱
炭
素

の
潮
流
拡
大
で
年
々
需
要
が
増

加
。
そ
の
結
果
、
国
際
的
な
希
少

鉱
物
資
源
争
奪
戦
と
な
っ
て
い
る

が
、
日
本
は
そ
の
大
部
分
を
中
国

な
ど
の
海
外
に
依
存
し
て
い
る
。

第
４
期
海
洋
基
本
計
画
で
日
本

政
府
は
、
日
本
近
海
の
海
洋
鉱
物

資
源
開
発
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
る

方
針
を
示
し
た
。
１
つ
具
体
例
を

挙
げ
る
と
、
沖
縄
近
海
な
ど
に
存

在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
海
底
熱
水

鉱
床
に
関
し
て
20
年
代
後
半
で
の

民
間
商
用
化
を
目
指
し
、
Ａ
Ｉ
や

自
律
型
無
人
潜
水
機
（
Ａ
Ｕ
Ｖ
）

な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
た
資
源

量
調
査
に
取
り
組
む
ほ
か
、
生
産

技
術
で
あ
る
採
鉱
・
揚
鉱
に
関
す

る
実
証
試
験
を
実
施
す
る
方
針

だ
。一

方
、
国
際
的
に
み
る
と
海
洋

鉱
物
資
源
開
発
は
開
発
地
点
周
辺

の
環
境
や
生
物
多
様
性
へ
の
影
響

（
次
回
は
８
月
21
日
に
掲
載
し

ま
す
）

豊島
と よ し ま

健太
け ん た
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海洋鉱物資源開発に関する今後の期待と課題


